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　和歌山県では、不妊に悩むご夫婦に対して、特定不妊治療
にかかる費用の一部を｢和歌山県特定不妊治療費助成事業｣
として助成しています。串本町では更なる自己負担額の軽
減を図るための上乗せ助成を実施します。
助成対象者
　不妊に悩むご夫婦のうち、次の要件をすべて満たす方
1． 法律上の夫婦であって、夫婦の一方が串本町に住民登録
があること

2． ｢和歌山県特定不妊治療費助成事業｣の交付決定を受けて
いること

3． 夫婦の前年の所得合計額が730万円未満であること
4． 夫婦のいずれもが町税等を完納していること

特定不妊治療費助成

母子の保健
福祉課 保健センター ☎62-6206

　少子化社会の中で不妊に悩むご夫婦に、一般不妊治療に
要する費用の一部を助成します。
助成対象者
• 法律上婚姻をしている夫婦で、いずれか一方が県内に1年
以上住民登録をしており、申請日に本町に住民登録して
いること。
• 各種医療保険に加入していること。
• 夫婦の前年所得の合計額が730万円未満であること。
対象治療
•医療保険適用となる不妊治療及び不育治療。
• 医療保険適用外の不妊治療及び不育治療のうち、体外受
精および顕微授精を除く治療
• 治療の一環として行われる検査、治療開始前に不妊原因
または不育原因を調べるための検査。
助成内容
• 1組の夫婦に対し1年度につき3万円を限度とし、連続す
る2か年。

一般不妊治療費助成 対象治療
　平成29年4月1日以降に特定不妊治療を終了する特定不
妊治療
※ 第三者からの精子･卵子･胚の提供による不妊治療費など
の対象外治療があります。
助成内容
　一回の治療に要する費用から｢和歌山県特定不妊治療費
助成事業｣による助成額を控除した額とし、一回の治療につ
き女性不妊治療は10万円（初回は5万円）、男性不妊治療は5
万円を限度とする。

　母子健康手帳には、妊娠・出産の過程や、お子さんの出生
からの発育成長の様子、健診や健康相談の結果、予防接種な
どの記録ができます。
交付に必要なもの
•妊娠届出書
•本人確認書類（免許証、保険証など）
•マイナンバーを確認できるもの
交付場所
　保健センター

母子健康手帳の交付

　妊娠期の健康状態を見てもらうために、健康診査を受け
ましょう。和歌山県内の委託医療機関・委託助産所で受ける
妊婦健康診査に、14回分の費用を助成しています。
　妊婦届出時に助成券を交付します。

※ 里帰り出産など、県外で妊婦健康診査を受ける方には、そ
の費用の助成があります。

妊婦健康診査費用の助成

健康・保健
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　子どもの節目月齢に応じて、乳幼児健康診査を行ってい
ます。

▶4ヵ月児・10ヵ月児健康診査
　4ヵ月児･10ヵ月児を対象に、身体計測、発達チェック、診
察（内科）などを行います。
　対象者に通知します。

▶1歳8ヵ月児健康診査
　1歳8ヵ月児を対象に、身体計測、発達チェック、診察（内
科・歯科）などを行います。
　対象者に通知します。

▶3歳6ヵ月児健康診査
　3歳6ヵ月児を対象に、身体計測、尿検査、発達チェック、診
察（内科・歯科）などを行います。
　対象者に通知します。

▶2歳6ヵ月児歯科健診・相談
　2歳6ヵ月児を対象に、歯科検診、ブラッシング指導、身体
計測、発達チェックなどを行います。

▶マタニティ教室
　妊娠期の体の変化や栄養についての話、安心してお産にの
ぞめるよう、助産師を交えて妊婦さん同士の座談会を開催し
ています。対象者の方には、保健センターより案内します。
対 象 者　妊婦と夫
実施場所　保健センター
実施期間　年4回

▶離乳食教室
　離乳食の進め方の話、調理実習、相談を行います。対象者
の方には保健センターより案内します。
対 象 者　5・6・7ヵ月児の保護者
実施場所　文化センター　調理室
実施期間　年6回

教室 乳幼児健診・健康相談など

　赤ちゃんがお母さんからもらった免疫（病気に対する抵
抗力）は、生後3ヵ月くらいから自然に失われていきます。さ
まざまな感染症から赤ちゃんを守るために、予防接種につ
いて正しい知識をもち、時期を守って受けましょう。
◉定期予防接種
•ヒブワクチン
•小児用肺炎球菌
•四種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風・ポリオ）
•BCG（結核）
•麻しん・風しん混合（MR）
•水痘
•日本脳炎
•二種混合（ジフテリア・破傷風）
•子宮頸がん
•B型肝炎

　対象者に通知します。転入された方は、保健センターまで
お問合せください。
　法改正などがある場合、広報、個別通知でお知らせします。

こどもの予防接種

かるがも広場
　親子で一緒に楽しめる広場です。子どもの新しい発見「楽
しい！」を大切にしています。
対 象 者　7ヵ月頃～1歳半ごろの子どもと保護者
実施場所　 くしもとこども園内 

子育て支援センター「ぽかぽか園」
実施回数　月1回
スタッフ　保健師・保育士

　出生後4ヵ月ぐらいまでの乳児を対象に保健師が家庭訪
問を行います。串本町で実施している健康診査・健康相談・
予防接種などの説明や、お子さんの発育を見ながら育児相
談にも応じます。

赤ちゃん訪問

発達支援事業
　こどもの発達に気がかりのある親子を対象としています。
◉発達支援親子教室
　未就園児向け「きらきらくらぶ」　2回／月
　就園児向け　「おひさまくらぶ」　1回／月
◉発達相談事業
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▶受診案内
玄関開扉時間
　午前7時
受付時間
　平日（休診日以外）　午前7時30分から午前11時30分まで
　耳鼻咽喉科、泌尿器科は午前7時30分から午前11時まで
　脳神経外科は午前7時30分から午後3時まで
※都合により受付時間を変更する場合があります。
面会時間
　午後1時から午後8時まで
　（新生児室/午後3時から午後7時まで）
消灯時間
　午後9時
休診日
　土・日・祝日・年末年始（12月29日から1月3日）
救急診療
　担当医師によって診察可能な症状が制限される場合があ
ります。
　来院の前にご確認ください。　☎62-7111

▶診療科
標榜診療科目
　内科、外科、整形リハビリテーション科、産婦人科、小児
科、眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、脳神経外科
病床数
　一般病床　　　　 90床
　医療型療養病床　 40床
　合計　　　　　　130床

▶地域医療連携室
　地域医療連携室は地域の皆様が、医療をより身近に安心
して受けられるように、様々な相談をお受けしています。受
診・転院のご相談、入院・入院生活、退院後の不安など患者様
はもとよりご家族、関係機関の皆様とともに問題解決に向
け考えていきます。
　お気軽にご相談ください。

　町では、下記の予防接種の費用助成事業を実施していま
す。
　対象者には、広報や個別通知でお知らせします。
◉定期予防接種
•高齢者肺炎球菌予防接種
•インフルエンザ予防接種

成人の予防接種

　県内の指定歯科医院で、歯周疾患検診を実施します。
対象者
　40歳・50歳・60歳・70歳になる串本町民〈個別通知しま
す〉
受診料
　無料

歯周疾患検診

　各医療保険者から通知がきます。各保険者にお問合せ下
さい。串本町国民健康保険に加入されている方は、39ページ
をご覧ください。

特定健診

くしもと町立病院
くしもと町立病院 ☎62-7111

内容
　個別相談、血圧測定、検尿
場所
　保健センター

健康相談

成人の保健
福祉課 保健センター ☎62-6206

　日本人の死因上位であるがんの早期発見・早期治療を目的に、集団検診・個別検診でがん検診を行います。
対象者など
•胃がん検診（バリウムまたは胃カメラ） 50歳以上
•大腸がん検診    40歳以上
•肺がん検診    40歳以上
•乳がん検診（マンモグラフィ・視触診） 40歳以上女性
•子宮頸がん検診   20歳以上女性

各種がん検診
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▶家庭用
　可燃ごみ専用　　大50ℓ　1冊（10枚）200円
　　　　　　　　　小30ℓ　1冊（10枚）120円
　　　　　　　　特小15ℓ　1冊（10枚） 80円
　埋立ごみ専用　　大50ℓ　1冊（10枚）200円
　　　　　　　　　小30ℓ　1冊（10枚）120円
　資源ごみ専用　　大50ℓ　1冊（10枚）200円
　　　　　　　　　小30ℓ　1冊（10枚）120円
　ビニール･廃プラスチック専用
　　　　　　　　　大50ℓ　1冊（10枚）200円
　　　　　　　　　小30ℓ　1冊（10枚）120円

ごみ処理施設のご案内

ごみ
住民課 環境グループ ☎72-0083
宝嶋クリーンセンター ☎74-0017
串本町リサイクルセンター ☎66-0629

• 家庭から出るごみを収集に出す場合は、町指定家庭用ご
み袋を使用し、決められた収集日の朝【原則として、7時
30分まで】に出して下さい。
• ごみの収集日は、地区ごとに決められていますので、各家
庭に配布している「ごみカレンダー」をご覧下さい。なお、
町指定ごみ袋を使用していない場合や、きちんと分別が
されていない場合又は、収集日、収集時間を守っていない
場合は、収集を行いませんので、ご注意下さい。
• 一度に大量のごみが出た場合や、粗大ごみは宝嶋クリー
ンセンターまたは、串本町リサイクルセンターへ直接持
込んで下さい。
※詳細はごみカレンダーをご確認ください。

ごみの収集について 町指定ごみ袋

住まいと暮らし

kikakuzaisei
長方形


